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本
日
こ
こ
に
、
第
四
回
筑
波
大
学
・
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
国
際
会
議
を
開
催
す
る
に

当
た
り
、
主
催
者
で
あ
り
ま
す
国
立
大
学
法
人
筑
波
大
学
を
代
表
し
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま

す
。 

 
 

 

筑
波
大
学
は
１
８
７
２
年
（
明
治
５
年
）
の
開
学
以
来
，
高
等
師
範
学
校
と
し
て
百
年
、
総

合
大
学
と
し
て
八
十
年
の
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
総
合
大
学
で
す
。
そ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
東
京

か
ら
１
時
間
の
つ
く
ば
地
区
と
東
京
都
心
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
学
術
研
究
に
お
い
て
は
、
３

名
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
が
在
職
し
ま
し
た
。 

 

文
部
科
学
省
と
も
協
調
し
、
３
０
年
以
上
に
渡
り
海
外
に
人
材
を
輩
出
し
、
ユ
ネ
ス
コ
等
の

世
界
機
関
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
地
域
機
関
と
の
連
携
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
筑
波
大

学
は
東
南
ア
ジ
ア
教
育
大
臣
機
構
（SEAM

EO

）
に
お
い
て
東
南
ア
ジ
ア
域
外
唯
一
の
提
携

大
学
に
な
っ
て
い
ま
す
。
新
規
留
学
生
事
業
で
は
、
北
ア
フ
リ
カ
・
中
央
ア
ジ
ア
の
イ
ス
ラ
ム

地
域
に
そ
の
拠
点
を
設
け
ま
し
た
。
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
研
究
で
も
、
屈
指
の
研
究
体
制
を
整

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
環
太
平
洋
地
域
に
対
し
て
は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

日
本
が
、
経
済
大
国
と
な
っ
た
背
景
に
は
、
日
本
の
質
の
高
い
教
育
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
筑
波
大
学
は
、
１
９
８
０
年
よ
り
教
員
研
修
留
学
生
を
受
け
入
れ
、
世
界
の
教
育
の
改

善
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

多
く
の
国
が
、
教
育
の
改
善
に
よ
り
豊
か
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
豊
か
さ
は
、
地
球
温
暖
化

と
も
無
縁
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
経
済
・
食
の
問
題
が
地
球
規
模
で
連
動
し
、
地
球
市
民
と
し
て

の
協
調
が
求
め
ら
れ
る
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
現
政
権
は
東
ア
ジ
ア
共
同
体
構
想
を
提

唱
し
、
今
年
は
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
ホ
ス
ト
国
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
学
は
、
四
十
年
に
渡
り
地
域

連
携
に
必
要
な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
研
究
機
関
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
文
部



科
学
省
の
も
と
、
筑
波
大
学
は
、
世
界
の
「
持
続
可
能
な
発
展
」
の
た
め
に
東
南
ア
ジ
ア
・
環

太
平
洋
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
引
き
続
き
強
化
し
、「
地
球
市
民
」
の
育
成
を
視
野
に
教
育
の

質
改
善
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

  

本
国
際
会
議
は
、
二
〇
〇
四
年
及
び
二
〇
〇
八
年
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
教
育
大
臣
会
合
で
求
め
ら
れ

た
課
題
「
数
学
・
理
科
学
習
の
改
善
」
に
対
す
る
日
本
政
府
・
タ
イ
政
府
共
同
提
案
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
授
業
研
究
に
よ
る
算
数
・
数
学
教
育
の
革
新
」
に
お
い
て
、
本
学
の
「
授
業

研
究
」
並
び
に
「
算
数
・
数
学
教
育
研
究
」
成
果
を
も
っ
て
世
界
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

「
授
業
研
究
」
が
、
世
界
の
一
つ
の
標
準
的
な
教
員
研
修
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
実
現
手
法
と
し

て
共
有
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
「
授
業
研
究
」
は
、
百
三
十
年
来
、
本
学

の
お
家
芸
で
す
。
「
授
業
研
究
」
が
世
界
に
発
信
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
本
学
の

数
学
教
育
研
究
室
が
実
施
し
た
一
九
八
〇
年
代
の
日
米
共
同
研
究
で
あ
り
、
一
九
九
十
年
代
の

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
フ
ィ
リ
ピ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。 

 

第
四
回
会
議
は
「
質
の
改
善
の
た
め
の
評
価
」
と
「
教
材
開
発
」
が
主
題
で
あ
る
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。
本
会
議
が
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
願
っ
て
、
そ
し
て
、
広

い
意
味
で
世
界
の
「
持
続
可
能
な
発
展
の
た
め
の
教
育
」
に
寄
与
す
る
こ
と
を
願
っ
て
、
開
会

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

  

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
人
材
養
成
部
門
長
の
ア
ラ
ン
・
ギ
ン
ス
バ
ー
グ
博
士
、

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
ホ
ス
ト
国
を
代
表
し
ご
挨
拶
下
さ
る
中
村 

滋
（
国
際
貿
易
・
経
済
担
当
）
特
命
全

権
大
使
、
共
催
機
関
を
代
表
し
て
お
越
し
下
さ
っ
た
文
部
科
学
省
大
臣
官
房
国
際
課
芝
田
政
之

課
長
、
タ
イ
王
国
教
育
省
教
育
基
準
課
長
ベ
ン
ジ
ャ
ロ
ン
・
ナ
ム
フ
ァ
博
士
、
そ
し
て
、
本
学

と
と
も
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
コ
ン
ケ
ン
大
学
キ
ッ
チ
ャ
イ
・
ト
リ
ラ
タ
ナ
イ
シ
リ
チ

ャ
イ
副
学
長
、
マ
イ
ト
リ
・
イ
ン
プ
ラ
シ
ッ
タ
数
学
教
育
研
究
所
長
に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
了
） 


